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知性のために教育はいかにあるべきか III
－交流分析的観点による自我の育成と知の復興－
How should be 
the Fundamental Education to cultivate Intelligence? III
- On Ego-Nurturing and Intellectual Restoration 















 I ． はじめに
II ． 知的不誠実さを生み出す土壌
 1 ．一面的教育の不道徳性
 2 ． 危機的状況にある事態分析力と大学
の商業主義的現状





 1 ．DB 分析訓練の効果
 2 ．実験的な DB 分析訓練から見えてくる
問題点
  IV ．行過ぎた商業主義からの脱皮
     1 ．教育の真のスタンスと生産プロセス
の取り戻し
     2 ．生産プロセスとしての真の子育て
    V ．性急な社会化がもたらす知の損壊
     1 ．特異な学生の事例
     2 ．性急な社会化の圧力と知の損壊
     3 ．理想的な自我育成に関する交流分析
的命題と現況との落差
  VI ．知的不誠実さの矯正
     1 ．DB 分析訓練




　筆者は，これまで同一の標題で 2 篇の小論を書いてきた．今回はその 3 篇目である．いずれ
も「知のあるべき姿」から「教育のあり方」を提案することを目的としてきたが，多様な議論
に耐えられる「教育のあり方」を模索するために，それぞれ異なる視点を加味して議論の深化
を図ってきた．第 1 篇 1) は，「知の戦略的スキーマ」という認知心理学的視点からの議論であっ
たが，第 2 篇 2) では，RDI（Relationship Development Intervention：対人関係発達指導法）の
有効性を「脳の報償系に響く訓練であるがゆえの効果」という視点を加味して議論した．今回
は，TA（Transaction Analysis 交流分析）3）の視点を加味して考察を試みている．






　この小論を理解していただくためには， < 成人 > の自我成分は < 子ども > の自我成分の発
達なしには，自然には育たないということを理解していただかねばならない．データに基づい
て事態を分析するには，十分な分析スキルと，知的な誠実さが必要であるが，特にこの知的な
誠実さは，< 子ども > が，事態を現象化する喜びを十分に知り，無邪気にその喜びを追求する
ことによって，自然に実現されていく．それゆえ，公正な < 成人 > を生成するには，その前に，
純真無垢な < 子ども > を十分発達させておかなければならず，そこに親の自我の < 親 / 大人 >
成分の本来の働きがある．その意味で，小論では < 親 / 大人 > 成分の歪みが批判される．しか





















































































































らである．しかし，その事実を印象付けることは，< 成人 > の自我成分を省みる良い機会には
なる．
　筆者は，ある大学の 2 ～ 4 年生を対象に，半期 15 回のデータベース演習で，① データベー
スの基本実習｛正規化・コード化・一意化と関係スキーマの構成，テーブルの定義，クエリー
（関係演算と集計），フォーム｝，それに，② サンプルデータベースを用いた分析実習を行い，












































































































































彼の適性スペクトルは，極めてアンバランスのままであった．また，彼の内なる < 子ども > の





彼の内なる < 成人 > の成分は，彼が世界を丹念に観察して，事実に基づいた判断を鍛えていく
ことで，少しずつ公正なものになるように変化していかねばならなかった．
　「学校に行かなければ，働かねばならない」という命令は，余りにも極端な < 親 > の自我で
あるが，彼の精神力は，この格率によって鍛えられ，一方，これによって，天真爛漫に真実を
見つめようとする好奇心旺盛な < 子ども > の自我は押し潰されてしまった．もっとも，彼は，
小学校 3 年生の頃までは，ピアノや水泳を習う裕福な家庭の幸福な少年であった．やがて，仕
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る < 成人 > の意識である．成人は，この道徳に基づいて，決意して大自己を実現しようと
する．しかし「把握せねばならぬ」としても，本当に可能なのは，知的誠実さ（知的情熱）
を有している場合に限られる．だから小論はそれを育てねばならぬと主張している．しか







その意味で，親は，自らの < 親 / 大人 > の自我を，< 成人 > の視点から，大いに反省をし
て，子どもの自我の < 子ども > 成分を大いに成熟させることに意を注がねばならない．
 8 ) Arne Naess, Ecology, community and lifestyle, Cambridge univ. press, 1989.









12) 成熟した < 子ども > の自我は，世界に全方位的な関心を示すものであるが，不幸にしてそ
























22) 「学校に行かなければ，働かねばならない」．こうした意識は，すでに彼の < 親 / 大人 > の
自我に根付いていた．
23) 本来の < 親 / 大人 > には，「子どもが学校に行けなければ，親が教育せねばならない」と
いう意識が生まれねばならない．







27) 徳育関連の資料は，次の Web ページを参照されたい．
　　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kyouiku/1bunka/dai9/siryou2.pdf
28） 「学生支援へ大学動く　自閉症などの発達障害」，2008/02/23 15:32，http://www.asahi.com/
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